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難であろう。 
結論の章で、「東日本大震災の後、私は人類学に何ができるのかという問いに直面し、大
きな無力感に苛まれた」（p. 262）という気持ちが綴られていることから、著者が災害とい
う出来事を最も重要な問題と捉え、それに貢献するべく使命感を感じていることが見て取
れる。しかし、トルコであれ、現在著者が調査を行っている日本の東北地方であれ、著者
の災害に対する意識と住民のそれとが必ずしも一致するとは限らない。災害の重要性を固
定した状態でフィールドに入るのではなく、まずは住民のありのままの意識、言い換えれ
ば住民にとっての日常生活における災害の位置づけを捉えようとする姿勢が、人類学とい
う手法を最大限生かした災害研究へとつながると評者は考える。 
尤も、災害人類学は未だに体系化が充分されていない学問であることから、本書から学
び取れる点は多くある。そういった意味では、災害研究の草分け的な存在として、本書の
価値は揺るぎないものであろう。 
 
